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l 放課後等デイ
サービスが利
用できなくな
る

l 夕方以降の
過ごし方を検
討しなければ
ならない

l 登下校の付き
添い

l 放課後や長期
休暇中過ごす
場所の確保の
困難

l 医療的ケア児
の受入先の確
保が困難

l 不登校の対応

l 受入先がない
l 長時間の受入
先の確保が困
難

l 母子分離の困
難さ

l 母子通園の必
要性等により
復帰困難
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子どものケアと
仕事との両立の壁

①復職の壁 ②育休明けの壁 ④18歳の壁

子どもの成長とともに保護者が直面する課題は形を変えて継続している

③就学後の壁



【引用】一般社団法人障がい児及び医療的ケア児を育てる親の会（2026）育児と仕事両立ハンドブック ケアが必要な子×働く親
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③

④
④
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引用：厚生労働省（2021）「第 2 回障害児通所支援の在り方に関する検討会 参考資料 4」
（https://www.mhlw.go.jp/content/12401000/000801033.pdf）

放課後等デイサービス
平成24（2012）年開始



就労困難・制約要因
＜就労を困難にする要因＞
• 放課後・休暇にケアが必要
• 子どもの医療的ケア
• 通学付き添い
• 校内待機や付き添い
• 夜間ケア
• 体調不安定・健康悪化
• 障害に起因する通院 等

＜就労を制約する要因＞
• 子どもに自閉スペクトラ
ム症がある

• 人や環境の変化・習慣の
変更が苦手で福祉サービ
ス利用に制約・困難があ
ることとの関連
子どもの障害種・状態・特性

ケアによる影響
➕

家庭内のケア分担
職場の配慮や支援

引用：美浦幸子（2022）「障害児の母親への職場における両立支援に必要な配慮についての考察」『昭和女子大学現代ビジネス研究所2022年度紀要』



障害児の母親が就労するために
必要な職場の配慮

• 休暇取得のしやすさ
• 育児・介護休暇の取得
• 短時間勤務制度
• 労働日数や時間帯の柔軟な設定
• 仕事内容を自分で調整できるフレキシブルさ
• 障害児育児への理解
• 障害特性の理解
• 障害児の母親の雇用枠を特別に設ける配慮

引用：美浦幸子（2022）「障害児の母親への職場における両立支援に必要な配慮についての考察」『昭和女子大学現代ビジネス研究所2022年度紀要』



• 常時見守りが必要な子どもも介護に係る両立支援制度の対象と
なることが明文化

• 「常時介護を必要とする状態に関する判断基準」に障害児や医療
的ケア児の養育を想定した内容が追加（次頁スライド）

• 育児と仕事の両立のために、労働者が就業条件について意向を
示すことにより、事業者は意向に配慮することが義務づけられる

• 「短時間勤務の制度や子の看護等休暇などが利用可能な期間を
延長することが望ましい」（令和6年9月11日官報）
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改正育児・介護休業法（2025年4月施行）

就業条件に関して、個別に意向を聞き取り、
子や各家庭の状況に応じて配慮することが事業主の義務

常時見守りが必要な子どもも制度の対象に



【引用】こども家庭庁支援局障害児支援課｜介護休業制度における「常時介護を必要とする状態に関する判断基準」の見直しについて



• ケアと仕事を両立するための相談・コーディ
ネート支援

• 支援が途切れやすい時期への切れ目のない対
応

• ケアに伴う経済的負担への対応
• 保護者本人の希望に基づく就労の保障

ケアを担う保護者も「権利の主体」
ーー就労・休息・社会参加・自己実現

課 題


